田中豊作の略歴

父は対象3年7月21日三重県名張市上八町に田中家長男として生を受け、昭和初期に教育を受けた後、大阪に於いて造船・鉄鋼工作の技術系職業に進みました。

その後、大東亜戦争で兵卒の召集を受け、北支那派遣軍として満州を中心として転戦し生き残りました。

復員してから戦争における自動車の活躍を感得し、今の時代を予見していたのでしょうか？（今も）神戸に本社がある自動車部品販売会社に就職して、大阪営業本部長として活躍をしていたようです。

その頃、現在の母である「とき子」と結婚し長男である私が生まれました。同時に大病を患い大手術をしております。昭和27年に独立をし、現在のＪＲ奈良駅前に「三輪商会」を開店しています。その頃次男の「秀雄」が生まれています。当時は毎日、住居である名張市から電車通勤していましたが、私が小学6年生の3学期12月末に家族共々この三条本町、当時は「三条川崎町」と呼びましたが引っ越してまいりました。

その後、事業の拡大と共に、会社は3度目の引越しで現在の大安寺6丁目に移転しましたが、住処も父は広い景色が大好きで見晴らしの良い高円山○○町に家を建てて住んでいました。

奈良の自動車部品業界では先輩諸兄と共に活躍し、より新しい事業形態をめざして若い頃より当時先進国のアメリカを何度も見て歩き、まだダグラスＤＣ7か8の運行時代にカーデックスとか在庫管理の実用性を感じたと思います。帰国後すぐにコンピューターの導入を検討いたしました。パソコンなんて無かった時代でしたし、当時はとっても高価でしたが未来を見据えて導入したと思います。今でも皆様お使いのロケーションナンバー（棚番）は父の発案だったと思います。

さて、仕事以外は無趣味な父でしたが、旅行は大好きでお誘いの頂いた海外旅行も多く出かけていました。平成に入って開業当時の仲間が鬼籍に入りかける頃、社長を長男の私に譲り、少し安心したのか、最近まで母と毎月のように自動車旅行をしていました。実は9月始めも母の妹夫婦と旅行の予定があったのです。

父は、昔から家族思いでとても家を大切にするひとでした。僕がまだ幼い頃から毎月1回必ず名張へ墓参りをし、先祖供養こそ何より大切とする人でした。

旅先でお風呂に入ると、戦中からのケガや何度も大病をした手術跡がお腹を中心として幾本も有りゴルゴ13みたいやと他人からは見えたでしょう。

普段は、本当に元気な人でだれも本当の年齢を言うとビックリしていました。8月28日の朝までごく普通に母と会社へ車で出勤してきていたのです。具合が悪いというので救急車を呼んで即入院、その翌日に他界いたしました。なんだかここ数日は夢のような風のような日に感じています。

